
資料１

関川・姫川流域治水協議会 趣意説明資料

令和元年東日本台風をはじめ、平成30年７月豪雨や平成29年九州北部豪雨等、近年激

甚な水害が頻発しているところであり、さらに、今後、気候変動による降雨量の増大や

水害の激甚化・頻発化が予測されている。

このような水災害リスクの増大に備えるために、河川・下水道等の管理者が主体とな

って行う対策に加え、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、その河川流域全体のあら

ゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減させる治水対策、「流域治水」への転換を進

めることが必要であるとして、令和２年６月１０日付け国水河計第１６号「流域治水プ

ロジェクトの推進について」が発出された。

今般設置する協議会は、同通知に基づき、近年頻発している激甚な水害や気候変動に

よる今後の降雨量の増大と水害の激甚化・頻発化に備え、集水域から氾濫域にわたる流

域全体のあらゆる関係者が協働して、流域全体で水害を軽減させる治水対策、「流域治水」

を計画的に推進するためのものである。

このため、本協議会においては、河川整備計画に基づく河川整備やダム建設、大規模

氾濫減災協議会の取組方針に基づく避難や水防等の取組を十分に共有するとともに、被

害の防止・軽減に資する流域における対策を総合的に検討の上、密接な連携体制を構築

するための協議等を行うこととする。

そして、協議会において流域全体で緊急的に実施すべき流域治水対策の全体像を「流

域治水プロジェクト」として策定・公表し、流域治水を計画的に推進するものである。

以上。



■令和元年「台風19号」発生により、関川流域では10月11日～13日にかけて最大300mmを
超える記録的な大雨が降り、関川では氾濫危険水位相当の出水となった。

■この出水により、関川の下流域では内水排除ができないために浸水被害が発生した。
また支川の矢代川では、西田中地内で堤防決壊するなど、多くの被害が発生した。

10月12日21：45

佐内観測所

高田観測所

高田公園

北陸自動車道
上越IC

JR直江津駅

保倉川

令和元年「台風19号」出水による関川流域の被害状況

①港町二町目付近の浸水と消防団による排水活動状況

②西福島付近での消防団
による排水活動状況

③佐内付近での消防団に
よる排水活動状況

⑤古川排水樋管における高田河
川国道事務所による排水状況

（上越市より要請）

（上越市より要請）

④下源入向屋敷における高田河
川国道事務所による排水状況

⑥正善寺排水樋管における高田
河川国道事務所による排水状況

（上越市より要請）

⑦矢代川（上越市西田中地内）における堤防決壊
状況

【関川・保倉川流域降雨分布図】

■流域では300mm超の雨となり、高田水位
観測所では氾濫注意水位相当となった。

【関川 高田水位観測場 水位状況図】
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氾濫危険⽔位︓5.80m
避難判断⽔位︓5.05m

氾濫注意⽔位︓3.78m
⽔防団待機⽔位︓3.18m

計画⾼⽔位︓6.68m
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氾濫危険水位相当
：5.80m

注）本図は台風19号における関川流域の主な被害状況を示す。
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③戸野目川・面川合流点における高
田河川国道事務所による排水状況

（新潟県より要請）










